
く英文法超基礎⑱＞ Lv.**合合会助動詞®(L炉LX))
回色そも関鯰知9詮
助動詞さ話し手の r1. -'を表す．I ょ房渤詞には大きく分けて2つの用法
があ否。それは潰務の用法ーとt稚量の用法ぷである。

羞務の用法 I 稚：量の用法
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回助動恥過去形の用法
®麟恥扇去麟、潅量の用法」の場合甚本的に過去を意沫渡い！
→稚量(J) rl3. 丘らに袈めたいときに使う．l

wi19 に対する (lク ）． can に対す~(ls. )、 myに対す~((6.
町応とレおら.Jという＝アンズを表したいとさに使わ食。

He mifht haたcoffue o函‘de. r外で（妬と捻と）コ士を知蕊芯
J cou¥ci, be, w~ng. r私が（応としたら）ま迄ている可能性も総.J
lt would 加b about an hour r i時胴ほと•力浜でだろう..1
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I 炉靭言度のl鯰（左ガら右ぐ畔度が下蕊）
must→ wi（（→（17.)→如(c-1→ば→ may→ (l8.)→（n ）

®依頼：（9.0. )な表現にな旬（過去を表さなヽ！）
Cou(d pulend meyour pen? rあなたのペンを信＇して濠如蕊ば‘.J
Would you do me o.蜘r? rお願韮胴いでもらってもむ叫泣‘..J

⑨潅量礁法知（こ、9漣嘩汀の過去形が逢去疎す瘍合
•(.2[ )の総

1 如ijht he wou(cl be wrung. r私は彼雌譴てぃ課｀ろうと思箆

She sa1J we oou(d h~ve such ~四I.derrts. r飽数はそ虚逸津故1滋溢珈廷
言Jさ.J



回 canの用浩
①能カ・・ r四． 止← rそろうと思磁‘てきるぷージ．! Yes, 曲 can!
·<can とに油le 1o V 
現在：両方使用て蕊．／ 未来：（四． ）を使う！

鰤：嶺庫（こ）寸す否能力が備わ勾恥摯
（舛． ）と侮． ）の結とも使姦．I

r 割察｛Cやて荘て、できた且）塀合(.26. ）をイ妃．I

®許可：,.!27. _, Can I心：滋
Yo(,(can use 珈S pen. rこの心ンを使ても＼＼いよ六フランクな翫！
y。L-< mnnot四e 曲5 pen. r-この心を伎心lutな湛研そ平和くな＼＼

⑨依頼Co.n 厄Uへ？で·冷．

®暉性・推置： r印．

、rr:..
回m平の用法
®許D ：な33．

®iflf紐・推量： r3¥. --'←躙言度は虹％
⑨祈願： May知顧V刈で·rお．

回 mwstと如e to V 
①強制命令； r36. ., 

t.主語が'f1“北きは．『相手1渇強く圧力を力廿恣.A, I~糀如口は洩ぃ意窓」
姦ゃ拍eyなとのときは、 r（和人たちが）抱ねる羞務は表す！

（町． ）［：：：需． ］ I必蒻月的なニアンズ！
y。u haたto如祈←（瞬恥‘く食｀ってきて琴ら）叶たいなI"'お知ぷ息

否定文 m心t not V:,.咀． J←恭旦知．／
枷七［如社／紺社］ h紐ゃゎ V : ~初．

®鰈l遥直量：湘． 』←店霰訴叫的
→応寸の意和 rんのfct"f:がな\'-'I~ （や． ）を使う！

吹 ho.ve onlyゎ V: r43. J 

一‘
J 1hey匹not behun的• r蜘喧腹のは社沿．＼＼J
J Can 曲s news be 拓屁冗滋あ坦屯虹栢紐達

ど旦淀蓬(!)1メージ！上下蘭倍緑しおくな泣琴C叩招吏）
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